
 

 

 

❐互助会日帰り研修旅行のお知らせ 

１．日  時 ９月４日（水）午前８時集合 

２．集合場所 御幸公園前（午前８時１５分出発） 

３．行 き 先 金木「太宰治記念館」・津軽三味線会館「三味線生 

演奏」(約 20 分) → 道の駅(もりた) → つがる地球 

村 → 鶴の舞橋 コース 

４．定  員 ２０名 

５. 会    費 ４，０００円 

６. 締  切 ８月２８日（水）までに会費を添えて事務局へ申し込 

んで下さい。 

  ※ 入浴する方のバスタオルは準備してあります。 

 

❐「適正就業」と「報・連・相」について！！！ 
 シルバー人材センターが会員に提供する業務(請負・派遣)は、臨時的

かつ短期的または軽易な業務であり、働く就業日数と就業時間は、おお

むね月 10 日以内、または、おおむね週 20 時間(恒常的)を越えない範囲

とされています。そのため一人で行なう業務を複数で分担(ﾛｰﾃｰｼｮﾝ)し行

なう方法を基本としています。 

しかし、会員不足などにより就業日数や時間を越えている職種が存在

することから、これらについて是正が必要となっています。このままの

状況が続くと、国や県などの機関から指導を受け、センターばかりでな

く会員にも迷惑をお掛けすることになりかねません。 

よって、年間契約(継続)をしている職種については是正することにな

りますので、月の就業日数が 10 日以上あるいは、就業時間が週 20 時間

を継続的に越えて就業している会員へ、後日改めて報告いたしますので、

ご理解くださいますようお願いします。 

 また最近、シルバー車両の取扱いが乱雑になっていますので、借用し

た場合は使用後の給油と掃除を必ず行なって下さい。特に、車両室内の

汚れやゴミの放置、車体のキズ・凹みが目立っています。現在これらに

ついて報告は受けていませんがリース車両のため管理が必要なことから、

キズや凹ませた場合は必ず報告して下さい。 

状況にもよりますがキズや凹みの修理で、運転者から負担を求めるこ

＜第１９５号＞ 

 

令和元年８月９日発行 

 

現在の会員数 

合   計  １９３名 

(男  性 １３１名) 

(女  性  ６２名) 



 

 

とは有りませんので、報告・連絡・相談を忘れずにして下さい。また、

事故などが起きた場合は、自己判断せず真っ先に事務局へ報告すること

もお願いします。 

❐理事長のつぶやき ～“慣れないことをすると雨に？”～ 

 灼熱の太陽が降り注ぎ、ソーメンや冷奴、漬物などさっぱりしたもの
が恋しい今年の夏、皆さん体調は如何ですか？ 
 暑さがやって来る６月の下旬、カミさんと一緒にバス旅行に行ってき
た。このバス旅行は、買い物しているお店が主催する旅行で、参加費用
も一人 6,000 円位だったと思う。バス旅行でカミさんと一緒に行くのは
初の事であった。参加者は津軽一円から 44 人が一緒のバスに乗り込んだ。
44人の内訳は、女性が 41人、男性は僅か 3人で正に女性の天国のような
感じで明るく賑やかな旅行となった。津軽一円といっても必ず知ってい
る人はいるもので、直ぐに打ち解けた雰囲気となったことは言うまでも
ない。 
 行く先は、東北地方では珍しい紫陽花が咲き誇る秋田県男鹿半島の
“雲昌寺”(曹洞宗)と「なまはげ」の神興等が奉られている“真山神社”
で目の保養と歴史に触れることができてラッキーだったと思った。 
 男鹿半島のお寺までは休憩を含めて約３時間ちょっとで到着。到着し
てビックリと言うのは、こんな何もない海辺の寺の紫陽花を見るために
バス数台と自家用車が 30～40 台も停車していたからである。バスから降
りて 10 分位歩いて境内に入ったが、住職が 1 株から挿し木を繰り返して
15 年にも及ぶ 2,000 株以上の力作が、目に飛び込み鮮やかさに驚いた。 
 お寺の次は昼食である。雨が降ってきて気温も 20℃前後に下がってい
たが、入道崎の食堂で食べた浜料理の石焼き鍋（木桶の中の魚介類を真
っ赤に焼いた石で調理）は、雨で冷えた体を温めくれた。 
 昼食の後は、「なまはげ」で有名な真山神社へ。小生の知っているな
まはげは、小正月に各家庭を回って「悪い子はいねが～」などと言って
子供達を脅かし、酒の持て成しを受ける祈祷まつりだと思っていた。が、
少し違ったようだ。実はこうである。寒くなって囲炉裏に当り過ぎて
「なもみ」(低温火傷)ができるほど怠けていることから、なまはげが包
丁でそのなもみを剥ぐ様「なもみ剥ぎ」から来ていて、転じて「なまは
げ」になったという。だとすれば、「悪い子はいねが～」ではなく、
「怠け者のオヤジはいねが～」となるのではと思った処だ。 
 また、真山神社は佐竹藩３代藩主時代に神楽を奉納したこともあり、
多くの観光客が押し寄せる心霊スポットでもある。 
 黒石へ戻り、友達に紫陽花や雨の事を話したら、「慣れないことをす
ると雨が降る」と言われ、やっぱりなと強く感じたバス旅行であった。 
暦の上ではもう秋、弱った体力を戻し喜びが溢れる出来秋に期待した

いものである。もう少し雨が降るといいなと思いながら・・・。 
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